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答 振興計画を作成

町長就任一年
テーマを決めての取り組みは

大
石
町
政
の
政
策
が
は
っ

き
り
見
え
な
い
。

自
然
と
共
生
を
考
え
る
な

ら
、
植
林
を
整
備
し
動
物
の

え
さ
場
と
な
る
自
然
に
戻
す

こ
と
が
必
要
と
考
え
る
。

視
察
し
た
岡
山
県
西
粟
倉

村
は
「
百
年
の
森
林
構
想
」

を
テ
ー
マ
に
百
年
先
を
見
据

え
、
２
人
の
担
当
で
森
林
整

備
、
雇
用
に
つ
な
げ
て
い
る
。

本
町
も
テ
ー
マ
を
決
め
、

担
当
を
置
い
て
は
。

林
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
を
立
ち
上
げ
森
林
政
策
の

研
究
、
検
討
を
開
始
し
、「
森

の
工
場
」
な
ど
着
実
に
推
進
。

環
境
、
生
態
系
へ
の
影
響
を

考
え
取
り
組
ん
で
い
る
。

地
場
産
材
流
通
促
進
に
町

産
材
の
家
補
助
金
を
新
設
、

生
産
機
器
の
拡
充
な
ど
、
生

産
者
の
支
援
に
努
め
た
。

公
共
施
設
な
ど
積
極
的
に

整
備
、
整
理
を
進
め
、
将
来

の
財
政
負
担
を
軽
く
、
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
山
里
ら
し
い

魅
力
あ
る
町
づ
く
り
を
図
る
。

問

片
岡
政
徳

答

町
　
長

事
業
名
、テ
ー
マ
を
決
め
そ

の
方
向
に
町
全
体
が
集
中
で

き
る
事
業
を
打
ち
出
し
て
は
。

林
業
、
農
業
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
設
け
検
討
し
、
振
興

計
画
を
作
成
し
進
め
る
。

問

片
　
岡

答

町
　
長

白紙に戻し見直しを
引き延ばしできない答

社
協
事
務
所

Ｎ
Ｔ
Ｔ
跡
地
は
、
交
通
が

危
険
で
、
基
礎
工
事
が
多
額
、

空
き
施
設
を
含
め
た
町
全
体

の
構
想
、
町
産
材
の
活
用
な

ど
考
慮
す
べ
き
点
が
多
い
。

池
川
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
の
移

転
の
要
望
書
も
現
在
出
て
い

る
。本

庁
に
近
く
便
利
だ
け
の

理
由
は
安
易
で
は
な
い
か
。

白
紙
に
戻
し
見
直
し
て
は
。

「
と
ち
の
木
園
」
社
協
事

務
所
と
も
手
狭
で
利
用
者
に

不
便
を
か
け
て
い
る
。
池
川

保
健
セ
ン
タ
ー
が
仮
事
務
所

で
あ
る
が
、
分
散
し
不
便
。

事
務
の
効
率
化
、
経
済
性
、

利
便
性
が
重
要
で
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ

跡
地
で
進
め
た
い
。

要
望
書
は
、
説
明
し
理
解

を
得
た
と
考
え
る
。
予
算
が

通
れ
ば
、
課
題
、
問
題
点
は

十
分
検
討
す
る
。

建
設
の
主
体
は
町
で
、
社

協
に
貸
し
付
け
、
管
理
費
は

社
協
負
担
と
考
え
て
い
る
。

要
望
書
の
説
明
は
、
理
解

し
て
い
な
い
。

執
行
部
は
本
庁
、
大
崎
診

療
所
と
、
社
協
事
務
所
を
含

め
た
整
備
構
想
が
当
然
と
考

え
る
が
。

施
設
が
手
狭
で
急
ぐ
状
況

に
あ
り
、
社
協
は
福
祉
の
重

要
な
事
業
を
持
っ
て
お
り
、

引
き
延
ば
し
は
で
き
な
い
。

池
川
保
健
セ
ン
タ
ー
は
、

手
狭
な
「
岩
丸
荘
」
の
代
替

活
用
で
理
解
を
。

建
設
の
主
体
は
社
協
で
進

め
た
が
、
他
町
村
の
状
況
も

検
討
し
町
施
設
と
決
定
し
た
。

問

片
　
岡

問

片
　
岡

答

町
　
長

答

町
　
長とちの木園（吾川地区）
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な
い
く
ら
い
で
す
。

四
月
か
ら
の
学
校
生
活
は
、
普
段
の

様
々
な
行
事
で
毎
日
が
充
実
し
て
い
ま
し

た
。
だ
け
ど
中
学
校
で
の
体
育
祭
な
ど
の

行
事
も
今
年
で
最
後
だ
な

と
思
う
と
、
少
し
さ
み
し

く
な
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
何
気
な
い

友
達
と
の
会
話
を
大
切
に
し
て
、
悔
い
の

残
ら
な
い
よ
う
に
、
一
日
一
日
を
大
切
に

過
ご
し
て
い
き
た
い
で
す
。

吾
川
中
３
年
　
片
岡
　
純
梨

気
が
つ
け
ば
、
三
年
生
と
し
て
の
生
活

は
、
あ
と
六
ヵ
月
。
早
く
も
半
年
が
過
ぎ

ま
し
た
。
私
は
中
学
校
生
活
を
楽
し
く
過

ご
し
て
お
り
、
今
年
で
卒
業
な
ん
て
思
え

ラ�コ�ム�

残
り
少
な
い
日
々

協力体制は
移動系防災無線答

ア
マ
チ
ュ
ア
無
線

問

片
　
岡

答

町
　
長

町
内
の
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線

の
利
用
者
の
把
握
と
協
力
体

制
の
状
況
は
。

町
独
自
の
周
波
数
が
利
用

で
き
る
移
動
系
防
災
無
線
が

整
備
さ
れ
、
９
月
５
日
の
防

災
訓
練
で
開
始
、
順
調
で
あ

り
本
格
的
運
用
に
向
け
進
め

た
い
。
無
線
利
用
者
の
把
握
、

協
力
体
制
も
進
め
る
。

森の工場（安居土居）

移動防災無線



防災パトロール（潰溜地区）
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で
き
る
限
り

地
域
の
活
性
化
を

答
広
域
観
光
組
織
の
設
立
準
備

を
進
め
て
い
る
。

秋
葉
祭
り
や
武
田
勝
頼
伝

説
な
ど
の
観
光
資
源
を
大
い

に
活
か
し
、
さ
ら
に
町
の
自

然
を
活
用
し
た
一
次
産
業
も

県
は
、
ポ
ス
ト
龍
馬
博
の

推
進
に
今
後
の
重
点
を
置

き
、
仁
淀
川
流
域
全
体
の
魅

力
を
高
め
、
域
外
に
ア
ピ
ー

ル
す
る
組
織
を
整
備
す
る
計

画
だ
。

町
に
も
地
域
の
歴
史
を
調

べ
、
関
連
す
る
人
と
の
交
流

を
図
り
、
地
域
の
活
性
化
に

努
め
て
い
る
者
も
居
る
。
一

次
産
業
の
振
興
も
含
め
、
ロ

マ
ン
の
あ
る
町
を
目
指
す
時

が
来
て
い
る
。

産
業
振
興
計
画
の
地
域
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
で
、
観
光

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

な
ど
に
よ
り
、
観
光
情
報
の

充
実
を
図
り
、
滞
在
型
観
光

の
振
興
に
つ
な
げ
る
た
め
、

問

藤
原
陽
三

答

町
　
長

重
要
な
要
素
で
あ
り
、
こ
れ

ら
を
含
め
主
体
性
を
も
っ
て

交
流
を
実
施
、
計
画
し
て
い

る
地
域
に
対
し
、
で
き
る
限

り
支
援
し
た
い
。

答 各支所単位で

危険個所は

年
に
一
回
程
度
の
危
険
個

所
点
検
は
す
る
が
、
点
検
だ

け
で
終
わ
っ
て
い
る
。
早
期

着
工
を
。

６
月
に
危
険
個
所
の
点
検

（
防
災
パ
ト
ロ
ー
ル
）
を
実
施

し
、
関
係
機
関
で
検
討
し
、

県
な
ど
に
要
望
し
て
い
る
。

小
さ
い
災
害
、
危
険
個
所

は
、
各
支
所
単
位
で
取
り
組

ん
で
い
る
状
況
。

狩
山
地
区
で
は
、
河
川
の

浸
食
、
土
砂
の
流
出
が
激
し

い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
チ
ェ

ッ
ク
だ
け
で
終
わ
っ
て
い
る
。

何
と
か
な
ら
な
い
か
。

被
害
の
状
況
は
把
握
し
て

い
る
が
、
復
旧
に
は
多
大
な

事
業
費
を
要
す
る
の
で
、
検

討
し
て
い
る
。

問

野
村
安
夫

答

産
業
建
設
課
長

問

野
　
村

答

池
川
地
域
振
興
課
長

武田勝頼土佐の会パンフレットより



を
話
し
合
っ
て
お
り
、
組
織

を
増
や
す
こ
と
が
、
周
知
に

つ
な
が
る
と
考
え
る
。

災
害
時
の
無
線
使
用
は
混

線
し
な
い
利
用
を
し
て
ほ
し

い
が
。
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災
害
は
忘
れ
た
頃
に

集
中
管
理
体
制
に
取
り
組
む

答

事　　業
問

野
　
村

答

総
務
課
長

町
内
の
全
家
庭
へ
災
害
に

遭
遇
し
た
時
の
心
構
え
、
備

え
の
周
知
を
徹
底
し
て
ほ
し

い
。

各
自
主
防
災
組
織
で
は
、

災
害
発
生
時
に
、
要
援
護
者

と
早
め
に
避
難
す
る
こ
と
や

一
時
的
な
避
難
場
所
の
決
定
、

初
期
消
火
、
負
傷
者
へ
の
援

助
な
ど
の
対
応
策
や
心
構
え

問

野
　
村

答

総
務
課
長

消
防
無
線
は
、
広
域
管
内

三
町
が
同
一
周
波
数
を
使
用

し
て
お
り
、
チ
ャ
ン
ネ
ル
を

増
や
す
の
は
困
難
。
防
災
訓

練
や
災
害
時
に
は
混
線
は
避

け
ら
れ
な
い
。
当
分
は
、
簡

潔
、
明
瞭
な
通
話
交
信
方
法

で
対
応
す
る
。

防
災
訓
練
は
、
地
域
内
、

地
区
隅
々
ま
で
、
実
施
す
べ

き
で
は
。

訓
練
は
18
年
か
ら
の
実
施

で
延
べ
参
加
人
数
は
２
９
７

０
人
。
少
し
で
も
多
く
の
住

民
に
参
加
し
て
も
ら
え
る
よ

う
努
力
す
る
。

災
害
時
、
避
難
場
所
が
分

か
ら
な
い
人
が
い
る
。「
災
害

は
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て
来
る
」

住
民
の
生
命
、
財
産
を
守
っ

て
ほ
し
い
。

問

野
　
村

答

総
務
課
長

問

野
　
村

答

総
務
課
長

炊
き
出
し�

防
災
計
画
書
を
見
直
し
、

防
災
訓
練
（
吾
川
地
区
）

避
難
場
所
な
ど
の
集
中
管
理

体
制
に
取
り
組
む
。

防災訓練


